
 

 
救急隊員 奈良市消防局  大伴

お お と も

 舞
ま い

さん 

上司の方から中学生のみなさんへメッセージをお願いします 

大伴さんから中学生のみなさんへメッセージを！ 

   男性の多い職場だからといって、自分が男性になりきらないといけないという

ようなことはありません。女性らしい、きめ細やかな対応が必要とされる場面も

多くありますので、性別のことだけであきらめずチャレンジしてほしいと思いま

す。私自身もこれからの目標として、国家資格の救急救命士を目指してチャレン

ジしていきたいと思っています。 

 

  

大伴さんのこれまでの経歴 

 この仕事を選んだきっかけは？ 

   就職活動で将来のことを考えたときに、今までと違う環境で、直接、人の役に立つこと

ができる仕事がしたいと思ったことがきっかけです。 

女性ということで不安もありましたが、友人の中で消防に勤めている人がいて、身近に感

じられる職業だったのも選んだ理由です。 

 勤務先 ： 奈良市消防局南消防署   

奈良市八条 5 丁目 404-1 

奈良市ホームページ ： http://www.city.nara.lg.jp  

奈良市消防局職員数 ： ３９６名 （うち女性１２名） 

 

 ※救急救命士：病院へ搬送中の患者に、医師の指示の下、専門的な救急救命処置を行うことができる国家資格 

 大学在学中に、奈良市の消防職員採用試験に合

格。採用後、約８ヶ月間消防学校に入校。当初は消防

局の総務課員として勤務していたが、署に女性が２４時

間勤務することのできる設備が整ったことをきっかけに

救急隊員として配属される。        救急隊員歴：6年 

 救急隊員は一般的にはまだまだ男性の仕事という認識がありますが、救急の現場活動では女性隊員がいると、

女性や小児への救急対応の時、とても助かります。 

奈良市消防局では女性にも長く勤めていただけるよう、出産休暇、育児休暇などの制度はもちろん、妊娠中は

現場活動には従事しないよう配慮もおこなっています。ぜひ多くの女性にチャレンジしてもらいたいですね。 

※

 この仕事をしていてやりがいを感じることは？ 

　救急搬送した方から「元気になりました」というお手紙をいただいたときや、女

性の患者で全身の観察が必要なとき「女性の隊員さんで安心した」と声をかけてい

ただいたときなど、嬉しさとやりがいを感じます。 
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